
【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が話し合いにすすんで参加していると回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が話し合いにすすんで参加していると回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が話し合いにすすんで参加していると回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が話し合いにすすんで参加していると回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が授業にすすんで参加していると回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が授業にすすんで参加していると回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が授業にすすんで参加していると回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が授業にすすんで参加していると回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が授業がわかりやすいと回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が授業がわかりやすいと回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が授業がわかりやすいと回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が授業がわかりやすいと回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が自分や友達を大切にしていると回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が自分や友達を大切にしていると回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が自分や友達を大切にしていると回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が自分や友達を大切にしていると回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「本や絵や音楽、自然が好きです」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「本や絵や音楽、自然が好きです」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「本や絵や音楽、自然が好きです」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「本や絵や音楽、自然が好きです」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「決めたことは最後まで頑張り続けることができる」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「決めたことは最後まで頑張り続けることができる」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「決めたことは最後まで頑張り続けることができる」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「決めたことは最後まで頑張り続けることができる」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「休み時間や体育で遊んだり体を動かしている」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「休み時間や体育で遊んだり体を動かしている」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「休み時間や体育で遊んだり体を動かしている」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「休み時間や体育で遊んだり体を動かしている」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「学校で学んだ安全や知識を生活に生かしている」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「学校で学んだ安全や知識を生活に生かしている」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「学校で学んだ安全や知識を生活に生かしている」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「学校で学んだ安全や知識を生活に生かしている」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「学校で落ち着いて安心して生活している」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「学校で落ち着いて安心して生活している」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「学校で落ち着いて安心して生活している」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「学校で落ち着いて安心して生活している」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「先生や友達は、自分のことをよく見てくれている」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「先生や友達は、自分のことをよく見てくれている」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「先生や友達は、自分のことをよく見てくれている」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「先生や友達は、自分のことをよく見てくれている」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「人や行事に関わるのは楽しい」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「人や行事に関わるのは楽しい」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「人や行事に関わるのは楽しい」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「人や行事に関わるのは楽しい」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「今の自分や、将来の自分を考えることがある」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「今の自分や、将来の自分を考えることがある」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「今の自分や、将来の自分を考えることがある」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「今の自分や、将来の自分を考えることがある」と回答

令和５年度 昭島市立光華小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

非認知能力の育成

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

主体的な学びの喜び
を通して、児童・教師
が「光華遊学」の成果
を実感する

「協働的な学び」の具
現化

・体験型学習の充実
・主体性を引き出す課題
の提示
・対話的な学びの充実

4

学校教育目標

◎すすんでする子
〇健康な子
〇考える子
〇協力する子

ビジョン

子供一人一人の『幸せ』を具現化する学校＋教職員一人一人の『働きがい』を具現化する学校

どの共同体でも力を発揮できる子（２０３０年の日本で生きる子供たちへ）

教育者としての熱意とスキルを併せ持つ教師

2

体験型および課題解決
学習の頻度は高いが、
発言については意欲の
二極化が見られる。

体験型学習を中心に、新し
い試みに挑戦していた。ま
ずやってみよう！の精神が
定着しつつある。

A

全学習の中で、ホワイト
ボード等、特に対話に
つながる学習ツールの
活用を検討していく。

「個別最適な学び」の
具現化

・ICTの活用スキル向上
・個に応じた学習方法の
保証
・個に応じた学習評価の
工夫

4 4
個別最適な学びの推進も
あり、個々の学習意欲は高
い傾向が続く。

ICT活用には教師の個人
差が見られる。光華遊学が
個人の学力向上につなが
るか注目していきたい。

B

本年度施行した新たな
学びのスタイルを継続、
児童の視点で学習意欲
を喚起し続ける。

「考え方のルーティー
ン」の共有化

・自ら気付く学習の保
証
・熟慮する学習の保証
・意図的に既習を活用
する学習の保証

4 4
授業中の理解度は高
い。課題は基礎的な知
識の定着である。

昨年度比較で学力調査
が向上した項目が多く
評価したい。家庭学習
の大切さを重視したい。

A

本年度後半始めた「ノー
ト活用した振り返り」を家
庭学習に定着させた
い。

豊
か
な
心

多様な見方・考え方を
働かせ、自ら楽しさ（ワ
クワク・ドキドキ）を見い
出す心のクセを身に付
ける

多様性を認め合う心の
醸成

・聞く力・態度の育成
・特別支援教育への理
解
・人権感覚の育成

4 4

日常的にも自他を大切
にしている児童は多い。
多様性の相互承認を推
進する。

特別支援教育や人権教育
にはもう少し期待したい。ト
ラブル解決のためにも「心
をとめる」合言葉はよい。

B

A

今後も多様性の相互承
認を人権教育の基盤と
し、校内外のリソースを
活用していく。

感性を豊かにする教
育の充実

・読書活動の充実
・芸術的感性への刺激
・自然・栽培体験の充
実

4 3
読書においては習慣化
の二極化、読書分野の
片寄が課題である。

読書活動の充実、江戸
東京野菜栽培等の創意
工夫が子供の感性を育
んでいる。

A
読書週間を起点に全校
的な取組の工夫を図っ
ていきたい。

レジリエンスの育成は一
朝一夕ではできないも
のなので、今後も意図的
な継続を続けていく。

健
や
か
な
体

自らの健康を保持・増
進する生活習慣の定
着

体を動かす喜びの実
感

・体育の授業改善
・元気アップガイドブッ
ク活用
・体育朝会の活用

3 2

保護者啓発も含めて、
活動の周知が弱い。「遊
び」を中心にした実働は
増えている

プレイパークの設置は
大変よかった。「おもしろ
い運動会」には多くの工
夫があってみんなが楽し
めていた。

最後まであきらめない
心（レジリエンス）の醸
成

・児童主体の活動保証
・形成的評価の充実
・継続的な活動の工夫

3 3

児童主体の活動がレジ
リエンスの育成につな
がっているかは検証が
必要。

子供中心の遊びや食育
からもあきらめない気持
ちは育める。学年差が
出ないようにしてほし
い。

A

自由な遊び中心を軸と
しつつ、計画的で統率さ
れた活動も増やしてい
く。

生活習慣の改善
・GM60の推進
・SNSルールの推進
・食育の推進

4 3

活動が日常化している
分、惰性に流れている。
インパクトある取組に変
えていく。

朝、校庭で遊ぶ児童の
笑顔が輝く。江戸野菜
等の食育やSNSルール
の指導は是非継続を。

A

GM60等生活習慣改善
は継続に意味があると
考える。食育は新たな取
組を検討したい。

A
いつでも・どこでも・誰に
でも相談できる体制をさ
らに周知徹底していく。

輝
く
未
来

「自己有用感」の向上
※次の目標
「自己肯定感」の向上

・「あいさつ」の推奨
・反応、返信の推奨
・特別活動（係、委員
会活動等）の形成的評
価

3 3

自己有用感の育成を目
標にしたが、明確な活動
ができなかったと反省す
る。

挨拶の定着に向け子供
が主体的に活動したこと
はすばらしい。どの委員
会も主体的な活動を期
待したい。

自他の「性・生命」の尊
重

・いじめ防止の推進
・安全（交通・生活・災害）
教育の推進
・SOSの出し方教育推進

4 4
高評価に甘んじることな
く、少数でも不安をもつ
児童に寄り添っていく。

いじめ等は早期発見と
禍根を残さない指導を。
児童がいつでも相談で
きる体制に注目していき
たい。

A

自己肯定感の向上を目
標に、周囲の役に立つ
喜びを得られる取組を
工夫していく。

他者や地域と「つなが
る」喜びの実感

・外部人材の活用
・行事への主体的な参加
・自ら企画する機会の保
証

4 3
人との交流は多かった
が、地域行事と関わる機
会が少なかった。

高学年は自ら企画実行
する機会が成長につな
がった。様々な方々の
力を指導を受けるのはよ
いことだ。

A

PTA、地区委員会、青
少年委員の活動を対象
に、より積極的な連携を
図る。

自己を見つめる力の
醸成

・キャリアルバムの活用
・道徳の授業改善
・学習の自己評価活動

3 2

キャリアルバムの活用は
定着したが、自己を見つ
める意識につながって
いないことが課題。

キャリアルバムの内容を
子供が真に理解してい
るか。道徳の授業がよ
かった。研究発表の教
訓を明確に。

B

キャリアルバムを形成的
に活用することで、自己
を見つめる力との関係
性を向上させる。


